
 

 

平成27年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
平成26年11月12日

上 場 会 社 名 中央化学株式会社 上場取引所 東 

コ ー ド 番 号 7895 ＵＲＬ http://www.chuo-kagaku.co.jp 

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 社長執行役員 (氏名) 水野 和也 

問合せ先責任者 (役職名) 管理本部 管理部長 (氏名) 遠藤 勇一 TEL 048-540-2820 

四半期報告書提出予定日 平成26年11月13日 配当支払開始予定日 ― 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無 

四半期決算説明会開催の有無 ：有（機関投資家、アナリスト向け） 

（百万円未満切捨て） 
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 30,340 ― △938 ― △771 ― △899 ― 
26年３月期第２四半期 26,666 △5.7 △1,649 ― △1,227 ― △1,214 ― 
（注）１．包括利益   27年３月期第２四半期 △757百万円（―％）  26年３月期第２四半期 △979百万円（―％） 
   ２．当社は、前連結会計年度に決算期を 12 月 31 日から３月 31 日に変更しておりますので、当第２四半期連結累計期間（平成 26 年４月

１日～平成26年９月30日）は、比較対象となる前第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年６月30日）と対応期間が
異なるため、対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

 

 １株当たり四半期純利益
潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 
 円   銭 円   銭

27年３月期第２四半期 △44.63 ― 
26年３月期第２四半期 △60.26 ― 
 
[参考] 

 なお、当第２四半期（平成 26 年４月１日から平成 26 年９月 30 日）に対応する前年同一期間（平成 25 年４月１日から
平成25年９月30日）との比較は次のとおりです。 

               売 上 高    営業利益    経常利益   四半期純利益   （単位：百万円） 
26年４～９月 30,340 △938 △771 △899 
25年４～９月 29,282 △1,769 △1,583 △1,757 

増  減 1,057 831 812 858 
   

（２）連結財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 44,532 9,482 21.3
26年３月期 45,768 10,239 22.4
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 9,482百万円  26年３月期 10,239百万円 
 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

 
26年 ３月期 

円   銭

0 00
円   銭

― 
円   銭 
0 00 

円   銭

0 00

27年 ３月期 

円   銭 

― 

― 0 00  
27年 ３月期(予想)  ― 0 00 0 00
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  : 無 
 
３．平成27年3月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通期 62,000 ― 400 ― 100 ― 0 ― 0.00

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
   ２．当社は、前連結会計年度に決算期を12月31日から３月31日に変更しておりますので、当連結会計年度（平成26年４月１日～平成

27年３月31日）は、比較対象となる前連結会計年度（平成25年１月１日～平成26年12月31日）と対応期間が異なるため、対前期
増減率及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

 
 
 
 
 
 



 

※ 注記事項  
 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

：無 

 新規 －社 (社名)  、除外 －社 (社名)  
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
② ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 
① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 21,040,000株 26年３月期 21,040,000株
② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 891,062株 26年３月期 890,986株
③ 期中平均株式数(四半期累計) 27年３月期２Ｑ 20,148,972株 26年３月期２Ｑ 20,149,019株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算
短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）
３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日銀の金融政策の効果等により、企

業収益の改善や設備投資の増加等がみられ、景気動向は緩やかな回復基調となりました。

 しかしながら、消費税増税後の個人消費については、円安や市況の影響による物価上昇を背景に、実質可処分所

得が伸び悩み、都市部と地方の格差が鮮明になるなど厳しい状況となりました。特に、当食品包装容器業界と極め

て関連性の深い一般消費財市場においては消費回復にも鈍さが目立ち、依然として消費者の節約志向・低価格志向

が続いております。その一方で当社が使用するプラスチック原材料は、為替要因や地政学的なリスクも重なり、引

き続き高水準で推移しており、当社をとりまく経営環境は厳しい状況が続きました。

 このような状況下、当社グループの国内では、本年春に上市した「デリデコ（オードブル容器）」シリーズ、

「波音S/V（弁当容器）」シリーズ、夏に上市した「グルメハウス（惣菜容器）」シリーズなどに加え、既存製品

に新柄・新サイズを投入し、品揃えの大幅な拡充を図ると同時に、これら新製品の市場浸透を図り、提案活動と販

売強化に努めました。また、大手食品関連卸や包装資材問屋主催の商談会・展示会にも積極的に協賛し、当社製品

の拡販ルート開発にも努めた結果、製品売上高は前年同期間（４～９月）対比で増収となりました。

 一方、原価面では、引き続き原材料価格が高水準で推移しているほか、電気料金や運賃などについても相次ぎ値

上げが打ち出されており、収益を著しく圧迫しております。当社は、これらのコストアップ要因を、生産効率の改

善による製造原価低減や輸送効率の改善、更には社内合理化による経費削減などの自助努力による吸収と、得意先

様への価格改定のお願いを進めて参りました。

中国においては、不動産市場の冷え込みなどの影響で経済は減速傾向を強めているものの、第２四半期の実質

ＧＤＰ成長率は前年同期比7.3％増と底堅い推移となっています。安全・安心な当社グループ製品に対する市場の

期待感も相変わらず高く、国内拡販や製造効率の改善などにより売上高・営業利益ともに前年同期間（４～９月）

実績を大きく上回り、増収増益基調で推移しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が30,340百万円、営業損失938百万円、経常損失771百万

円、四半期純損失899百万円となりました。

なお、当社は、前連結会計年度に決算期を12月31日から３月31日に変更しておりますので、当第２四半期連結累

計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）は、比較対象となる前第２四半期連結累計期間（平成25年１月１

日～平成25年６月30日）と対応期間が異なるため、対前年同四半期との増減数値は記載しておりません。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び順資産の状況

（資産）

 資産は、現金及び預金が1,280百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ1,235百万円減少し44,532

百万円となりました。

（負債）

 負債は、支払手形及び買掛金が504百万円増加した一方、１年内返済予定の長期借入金が531百万円、長期借入金

が151百万円、リース債務が275百万円それぞれ減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ478百万円減少し

35,050百万円となりました。

（純資産）

 純資産は、四半期純損失899百万円等により、前連結会計年度末に比べ757百万円減少し9,482百万円となり、自

己資本比率は21.3％となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、2,798百万円となり前連結会計年度末に比べ1,038

百万円の減少となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失832百万円や売上債権の増加155百万円があっ

た一方、減価償却費1,371百万円等があり、354百万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻269百万円があった一方、固定資産の取得336百万円があ

り、76百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローは、リース債務の返済720百万円や長期借入金の返済682百万円があり、

1,402百万円の支出となりました。

 

なお、前連結会計年度の決算期変更に伴い、当第２四半期連結累計期間は比較対象となる前第２四半期連結累計

期間と対象期間が異なるため、対前年同四半期増減比率は記載しておりません。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、前回（平成26年５月13日公表「平成26年３月期 決算短信」）の業績予想から変更あ

りません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法をポイント基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を平均残存勤務期間

に基づく割引率から単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

これに伴う第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金及び当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及

び税金等調整前四半期純損失への影響はありません。また、セグメント情報に与える影響もありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,084 2,804 

受取手形及び売掛金 10,421 10,748 

商品及び製品 6,277 6,705 

仕掛品 714 634 

原材料及び貯蔵品 1,623 1,539 

繰延税金資産 14 13 

その他 2,098 2,102 

貸倒引当金 △17 △8 

流動資産合計 25,218 24,540 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,424 6,297 

機械装置及び運搬具（純額） 3,058 2,961 

土地 4,563 4,563 

リース資産（純額） 4,594 4,322 

建設仮勘定 217 143 

その他（純額） 736 718 

有形固定資産合計 19,595 19,005 

無形固定資産    

リース資産 9 5 

その他 416 436 

無形固定資産合計 426 441 

投資その他の資産    

投資有価証券 295 317 

長期貸付金 142 151 

破産更生債権等 102 93 

繰延税金資産 72 72 

その他 170 167 

貸倒引当金 △253 △257 

投資その他の資産合計 528 544 

固定資産合計 20,549 19,992 

資産合計 45,768 44,532 

 

- 4 -



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,987 12,492 

短期借入金 5,007 5,007 

1年内返済予定の長期借入金 8,469 7,938 

リース債務 1,395 1,462 

未払金 2,374 2,331 

未払法人税等 33 39 

未払消費税等 62 288 

賞与引当金 117 93 

海外事業等再編引当金 32 32 

資産除去債務 11 11 

その他 722 544 

流動負債合計 30,212 30,240 

固定負債    

長期借入金 967 816 

リース債務 3,489 3,146 

退職給付引当金 543 513 

役員退職慰労引当金 16 20 

災害損失引当金 77 77 

債務保証損失引当金 39 39 

資産除去債務 7 7 

その他 174 188 

固定負債合計 5,316 4,810 

負債合計 35,529 35,050 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,212 6,212 

資本剰余金 5,787 5,787 

利益剰余金 △1,268 △2,167 

自己株式 △1,169 △1,169 

株主資本合計 9,562 8,663 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 15 27 

繰延ヘッジ損益 2 16 

為替換算調整勘定 658 774 

その他の包括利益累計額合計 676 818 

純資産合計 10,239 9,482 

負債純資産合計 45,768 44,532 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 26,666 30,340 

売上原価 22,376 24,976 

売上総利益 4,289 5,364 

販売費及び一般管理費 5,939 6,302 

営業損失（△） △1,649 △938 

営業外収益    

受取利息 2 11 

受取配当金 3 3 

為替差益 462 172 

受取保険金 1 69 

その他 137 117 

営業外収益合計 606 375 

営業外費用    

支払利息 114 117 

売上割引 41 32 

その他 28 58 

営業外費用合計 185 208 

経常損失（△） △1,227 △771 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

投資有価証券売却益 0 － 

受取補償金 195 － 

特別利益合計 196 0 

特別損失    

固定資産除売却損 6 19 

投資有価証券売却損 － 0 

災害損失 45 41 

特別損失合計 51 61 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,082 △832 

法人税、住民税及び事業税 77 65 

法人税等調整額 53 0 

法人税等合計 131 66 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,214 △899 

四半期純損失（△） △1,214 △899 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,214 △899 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5 12 

繰延ヘッジ損益 16 13 

為替換算調整勘定 213 115 

その他の包括利益合計 234 142 

四半期包括利益 △979 △757 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △979 △757 

 

- 7 -



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △1,082 △832 

減価償却費 1,177 1,371 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △6 

災害損失引当金の増減額（△は減少） △4 － 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △90 △30 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6 4 

受取補償金 △195 － 

受取利息及び受取配当金 △6 △15 

支払利息 114 117 

為替差損益（△は益） △16 △16 

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △0 0 

有形固定資産除却損 6 10 

有形固定資産売却損益（△は益） △0 8 

役員退職慰労金 13 － 

売上債権の増減額（△は増加） 2,331 △155 

たな卸資産の増減額（△は増加） △797 △138 

仕入債務の増減額（△は減少） △43 274 

未払消費税等の増減額（△は減少） △1 223 

その他 18 △293 

小計 1,422 524 

利息及び配当金の受取額 6 15 

利息の支払額 △113 △118 

補償金の受取額 195 － 

役員退職慰労金の支払額 △13 － 

法人税等の支払額 △93 △66 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,403 354 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

固定資産の取得による支出 △799 △336 

固定資産の売却による収入 3 0 

定期預金の預入による支出 △112 △12 

定期預金の払戻による収入 － 269 

投資有価証券の取得による支出 △6 △6 

投資有価証券の売却による収入 100 3 

貸付金の回収による収入 7 2 

破産更生債権等の回収による収入 46 1 

その他 1 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △758 △76 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △500 － 

長期借入れによる収入 500 － 

長期借入金の返済による支出 △670 △682 

リース債務の返済による支出 △535 △720 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,205 △1,402 

現金及び現金同等物に係る換算差額 242 85 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △316 △1,038 

現金及び現金同等物の期首残高 5,153 3,836 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,836 2,798 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年１月１日 至平成25年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  日本 アジア 計 

売上高          

外部顧客への売上高 23,942 2,723 26,666 － 26,666 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
28 953 981 △981 － 

計 23,971 3,676 27,648 △981 26,666 

セグメント利益又は損失(△) △1,340 9 △1,330 △318 △1,649 

（注）１. セグメント利益又は損失の調整額△318百万円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分

していない全社費用であります。

２. セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  日本 アジア 計 

売上高          

外部顧客への売上高 26,541 3,799 30,340 － 30,340 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
68 749 818 △818 － 

計 26,610 4,548 31,158 △818 30,340 

セグメント利益又は損失(△) △773 92 △680 △257 △938 

（注）１. セグメント利益又は損失の調整額△257百万円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分

していない全社費用であります。

２. セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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